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株式会社千葉興業銀行（頭取 梅田 仁司）は、当行ならびに株式会社ちば興銀キャピタルパートナーズ

（代表取締役 加藤 重人）が組成した、ちば興銀キャピタルパートナーズ第１号投資事業有限責任組合において、

フィジオロガス・テクノロジーズ株式会社（代表取締役 宮脇 一嘉、以下「同社」）に出資したことをお知らせ

いたします。  

同社は、北里大学発のスタートアップ企業として、在宅血液透析の普及をめざして、家庭での治療に適した

装置を開発する会社です。日本国内で、末期慢性腎不全により透析治療を受けている患者数は約 34 万人で、

その多くが、病院やクリニックに通院し、標準的に１回４時間、週３回の血液透析治療を受けており、患者と

その家族の Quality of Life (QOL) に大きな影響が生じています。一方、QOL の向上が見込まれる在宅での

血液透析は、日本においては在宅向け専用の透析装置がなく、現状では病院仕様の装置を使用するなど、導入

が非常に難しいため、殆ど普及していない状況です。同社での取組みは、患者とその家族の QOL改善に大いに

貢献する社会的インパクトのある事業です。 

当行は、今般の出資が、透析治療を受けている方とそのご家族のQOL向上につながることを期待しております。 

 

記 

 

１．出資案件の概要 

 

２．本ファンドの概要 

名 称 ちば興銀キャピタルパートナーズ第１号投資事業有限責任組合 

フ ァ ン ド 総 額 15億円 

有限責任組合員 株式会社千葉興業銀行 

無限責任組合員 株式会社ちば興銀キャピタルパートナーズ 

存 続 期 間 約10年間 

設 立 日 2024年９月３日 

以上 

 

 

 

出 資 先 名 フィジオロガス・テクノロジーズ株式会社 

代 表 者 宮脇 一嘉 

所 在 地 神奈川県相模原市南区北里１-15-１ 北里大学 相模原キャンパス内 

設 立 日 2020年３月16日 

事 業 内 容 医薬品・医療機器製造 

H P ア ド レ ス https://physiologas.co.jp/jp-index.html 

「ちば興銀キャピタルパートナーズ第１号投資事業有限責任組合」による 

フィジオロガス・テクノロジーズ株式会社への出資 

https://physiologas.co.jp/jp-index.html

